






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































しても他に用例の ない「庭 ひとむら」（建久四年冬、良経との贈答歌）は定家からの直接の摂取 見 れる。「秋の潮風」（定家・正治初度百首）は、後烏羽浣が「千五百番歌合」百首を詠出した建仁元年六月時点で 定家の例しかなく、「ふる野の若菜」（西行・山家集／ ・建仁元年正月院年始和歌会／具親•干五百番歌合）、「月を片敷く」（定家・守党法親王家五十首／守党・正治初度百首）は、
他歌人も詠んでいるが、
歌の表現性や完成度の高い定家を意識しての摂 の可能性が高いと稿者は考えている。「夜の霜」（万葉 定家 老若五十首歌合）、「大淀の松」（伊勢物語／定家 老若五十首歌合）、 四方の木枯」（狭衣物語 定家・正治初度百首 等
定家が古
典や物語の表現を再生利用して
いるのを後鳥羽院が評価し摂取
したものと想像される。
(13
)この定家の歌が「新古今最盛期に多彩な展開を見せる人工的に
構築されたことば 綴れ織りの世界｀
幻想的な象徴美の世界、
それらを先取りした」も であった事情については、
浅岡雅子
「藤原定家
f花月百首」ー宇治の橋姫を中心にしてー」（犬養
廉絹『古典和歌論叢」明治書
院、
昭和六一二年四月）を参照。
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(14)
研古今和歌集入門」（有斐閣｀
昭和五三年一月）。
(15)定家歌の「庭のひとむら」の表現につき、
稿者は定家が「古今
すで9
集
j
哀11・八五三・御春有輔「君が植ゑしひとむら薄虫の音の
しげき野辺ともなりにけるかな」の和歌世界をさながら一句に凝縮させ、
荒れた庭の簸の宮に覆われたさまを眺めながら亡母
を偲ぶ思いを一首に形象化したものと考えている。有閥歌は『聞岐典侍日記」や「源氏物語
j「藤哀栞」「柏木」「横笛」巻でも
故人を哀傷する場面で引用され、
新古今時代には西行（山家集
二七五・七九六〔9新古今集・雑中・一六七八〕）・良経（秋篠月消集二四0•四三ニ・ーニー八）・慈円（拾玉集•四五01―-）を初
めとして本歌取の作が多く認められる。『源家長日記
j
で、
建永元年良経の死をめぐって後鳥羽院と慈円が交わした閥答歌にも有輔歌が踏まえられている．「古来風体抄
jや「定家八代抄
j
にも採られた著名歌であり、
問題の歌の表現形成に与えた影響
が考えられる。
(16)あやめ草引く手もたゆく長き根のいかで安積
の沼
に生ひけん
（金菜集・夏・ーニ九•藤原孝菩
）、
五月雨に小田のいはかき
水こえて安積の沼 名のみなりけり（林業集・ニ七0
)。
ただし、
「沼水もこほりにけらし来しかたの山路も今はたえやしぬらん」（「兼盛集
j
六六・『能宜集」四八二）のような歌もあり、
忠良はこれを参考にしたか
。
(17)春雨が君主の恩恵をさす例としては、「君が代はあまねくそそ
く春雨の数ぞ干歳
の数
と
なるべき」（長秋詠煤・ニ八四）、「春
の雨のあまねき御代を頼むかな霜に枯れゆく草葉もらすな」（新古今梨・雑上・一四七八・藻原有家）、「すべらぎの木高き陰に
阻れてもなほ春雨に溢れむとぞ恩ふ」（同・一四七九・萩原実行）等がある。
(18)定家の
H老若五十首歌合
j
雑十首には、
おそらく官位停滞によ
るものとみられる我が身の沈治・不遇を嘆
き、
後店羽院の恩顧
を頼む意殿が強い。
久保田淳「藉原定家」（王朝の歌人九、
集
英社、
昭和五九年＿0月）第三京「老若対抗の歌合」にも、
定
家の雑十首に述
懐
調が多いことが指摘されている。
(19)『明月邑正治二年八月二十六日条、「巳時許依レ召参二御前
l、
暫退下之間、
頭弁送＿一世状三云、
内昇殿事只今所＿一仰下一也者、
此事凡存外、
日来更不ーー申入ー、
大
鵞
奇｀
夜部歌之中有二地下述
懐
t、忽
有
迄Eg-欺‘
於
1一昇殿一
者
、
更非な可
J鵞
｀
又非ーー懇望
1、
今詠＿一進百直、即被伽匹之条、為レ道面目幽玄、為
-i
後代美談一也、
自愛無レ極、
道之中典姫前、
巳預ーー此事ー、
更不レ及ーー左右一、
即
車此由一了、（中略）弁云
夜前進二入百首之総
、又
依レ召参、
無――他叫、
只可レ仰J'昇良之由有而巫云々、
是皆以此道
面目也、
井悦有レ余、」
999999999999, 
(20)潮風に浦さえわたる秋の月ふるき都の人にとはばや（親盛集·
四九）、
難波潟月の光に浦さえて波のおもてに氷をぞ敷く（山
家集・秋・三二六•海辺明月）
雪降れば志賀の店崎捕さえて
氷の上によする白波（千五百番歌合・冬ニ・一八八七・惟明親王
）。
(21)慈円にはこの歌の他にも「みつの浜風」を詠んだ歌として「甜
＂と人の願いをみつの浜風に心涼しきしでの音かな」 拾玉集・日吉社百首•四九八／新古今集 神祇·一九0四。拾玉集では初句「神垣や
J}
がある
。
なお、Rm古今集
j
神祇では、
この歌を
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含む
I九01-一九0四番歌の四首連続で慈円の日吉社関係詠
が採られており、
慈円とE吉信仰の関わりの強さを物語る。
(22)慈円の日吉信仰については、
阿部泰郎「シンポジウム
神祇信
仰と新古今時代」（「皇學館大学神道研究所紀要」第二二輯、平成一八年三月〉・「慈円と神祇歌1日吉山王詠と神詠をめぐりて」（「赤羽淑先生退殿記念論文梨」平成一七年三月）を参照。
(23)黒田俊雄「日本中世の国家と宗教」（岩波甘店、
昭和五0年七
月）・「〔増補新版〕王法と仏法—中世史の構図
j.
（法祓館、平成
一三年―二月）参照。
(24)同様に、
この歌に統く「雲の上はるかに照らす月影を秋の宮に
て見るぞうれしき」（秋篠月消染・花月百首・八
l)
を、「秋の
宮」（中宮〉たる任子を介して九条家が後鳥羽天皇の外戚として宮廷で勢力を伸張することへの期待を込めたものと見る。
(25)この「新宮歌合」の行われた「新宮」は
、上
堅御所二条殿の池
の中島に新たに勤閑され 日吉社の摂社であ
り、
治天の主たる
後鳥羽院を守護すること 期待された ともに、
ここが初期後
鳥羽院歌壇の直要な詠歌の場となった事情につい
ては、
久保田
淳「中世和 と「神」」（「国文学解釈と鑑裳」第五二巻第九号、昭和六二年九月↓「藤原定家とその時代」岩波苔店、平成六年一月）•山崎桂子「正治百首の研究」第 二章第三節四「わけうつす日吉の
かげ」参照。
(26)田村柳登「後鳥羽院」に、「後鳥羽院にとっての和歌は神祗祭
祀と深く結ぴつき、
ある
ぺき政治の理想を実現するための加設
の一手段として意識されていたのである」、「後烏羽
院にとって
の和歌は祭祀と政治と一体のものとして認識されていた であ
る」と述べられている（和歌文学講座第六巻「新古今集
j
勉誠
社、
平成六年一月）。
(27)注4寺島論文「王者としての和歌表現」。
（わたなべ
けん
研究室受贈図書雑誌目録
m
関西高校教諭）
大阪府立大学学術情報センター図歯館
椿亭文庫所蔵歌舞伎番付
目録（大阪府立大 上方文化研究センター）大阪府立大学上方文化研究センター研究年報第一ー号別冊
〈雑誌〉
愛知教育大学大学院
国語研究（愛知教育大学大学院国語教育専
攻）十八愛知県立大学
説林（愛知県立大学国文学会）五八
愛知淑徳大学国語国文（愛知淑徳 学国文学会）三三愛知大學
阪文学學（愛知大挫國文學會）四九
愛文（愛媛大学法文 部国語国文学会）三四、一＿一五、
三六、
三七、
＿―-八、
三九、
四十、
四一、
四二、
四三•
四四合併号
冑山語文（青山学院 日本文学会）四十股（山崎勝昭）ーニ、
三一
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